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われたが幸い，今冬は積雪量 が少ないため ， なだ
れによる犠牲者は例年に 比べて少ない。 それでも
すでに1月には北海道 で表層なだれが発生して1















＜本 号 の 主 な ニ ュ ー ス＞
火山列島硫黄島の 潮位観測 ＜2面＞ 伊豆大島で特異な傾斜変動
水防対策 のための水理実験を実施 ＜2面＞ 強震計の全国配置計 画決まる













































べるために， 当センタ ー が技術指導を行っている
東京都土木技術研究所の 「東京都における水防災
対策に資する研究」の 一環として，昭和61年度不





甲府盆地周辺地域は， 最近のプレ ー トテクトニ
クス理論によると， 西南日本を含むアジアプ レ ー
ト，伊豆半島を含むフィリ ピン海プレ ー ト，東北
日 本を含む北米プレ ートという3つのプレ ートの
せめぎあう， プレー トの3 重会合点の可能性が高
いといわれている。
このため，科学技術振興調整費 「中部日本活構

















































































6年）伊豆大島噴 火に係る 観測監視等にあた り，










1. 研究 報告 第39号（昭和62年3月） ▷レ ー ダ
ー による盆地降 雪の観測，1986年新庄市――鉛直
構造の特徴（真木他） ▷自己浮上式海底地震計


















験装置の大型3次元 6自由度 振動台への 改造に関









1月14日日 高山脈北部地震 ▷司 第34号（昭和62
年3月） 1987年2月6 日福島県沖地震
人事異動
4月 1日付 ▷辞職（雪 害実験研究所 山栗)長
弘 ▷雪害実験研究所 長（新庄支所長）中村 勉
▷新庄支所長（雪害実験研究所第2 研究室長）木村
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